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新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです

新 　日 　本 　婦 　人 　の 　会 　目 　的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあ

わせのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。
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땎こども食堂땏って？

　 子どもたちに無料、または低価格で食事

を提供するとりくみで、住民の交流の場に

もなっている。実施主体、頻度、内容はさ

まざまで、昨年度は뙘全都道府県に１万

ヵ所になった（ＮＰＯ法人 　全国こども食

堂支援センター・むすびえ調べ땇。政府や

行政の支援も広がっているが、地域によっ

てばらつきがあり、個人や企業の支援に頼

っている所も多い。物価高の中でのやりく

りやスタッフの確保などが課題。新婦人は

農民連とともに声をあげ、昨年度、備蓄米

のフードバンク・子ども食堂への無償拡大

を実現した。

「こども食堂ｍｏｉ！」が運営

小学校で朝ごはん
ひろがる笑顔

東京・大田区立大森第四小学校
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﹁
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Ｔ
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迎
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年４月日
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